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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気楽器に接続され、該電気楽器による演奏に応じて該電気楽器から入力される演奏音
を出力させる楽器音出力装置であって、
　前記電気楽器による演奏と併行して、該電気楽器による演奏対象となる楽曲に対応する
楽曲データに基づく演奏出力を行う楽曲演奏出力制御手段と、
　前記電気楽器から入力される演奏音の周波数解析を行うことで、該演奏音の周波数特性
として、該演奏音の複数の周波数帯域毎の音圧レベルを算出する演奏音周波数特性算出手
段と、
　前記楽曲演奏出力制御手段による前記楽曲データに基づく演奏出力に係る周波数特性と
して、その演奏出力に係る複数の周波数帯域毎のゲインを、前記演奏音周波数特性算出手
段により算出された前記演奏音の周波数特性に基づいて設定する出力周波数特性設定手段
とを、備え、
　前記出力周波数特性設定手段は、前記演奏音周波数特性算出手段により算出された前記
演奏音の周波数特性における、予め定められた低音域の音圧レベルに基づいて、前記楽曲
演奏出力制御手段による前記楽曲データに基づく演奏出力に係るその低音域のゲインを設
定するものである
　ことを特徴とする楽器音出力装置。
【請求項２】
　前記出力周波数特性設定手段は、前記演奏音周波数特性算出手段により算出された前記
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演奏音の周波数特性における前記低音域の音圧レベルが、予め定められた基準未満である
場合には、前記楽曲演奏出力制御手段による前記楽曲データに基づく演奏出力に係るその
低音域のゲインを増加させるものである
　請求項１に記載の楽器音出力装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気楽器から入力されるその電気楽器の演奏に応じた演奏音を増幅して出力
させる楽器音出力装置に関し、特に、演奏楽器に適した音場を簡便に設定する機能に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　多数の楽曲のうちから選択される楽曲を出力させると共に、音声入力装置から入力され
る音声情報を増幅して出力させるカラオケ装置が知られている。斯かるカラオケ装置によ
れば、予め記憶装置に記憶された多数のカラオケ演奏曲からリモコン装置等により選択（
選曲）されたカラオケ演奏曲の音楽情報を出力させると共に、そのカラオケ演奏曲の歌詞
情報を含む映像をその出力に同期して画面に表示させることで、所望の歌のカラオケ演奏
を楽しむことができる。
【０００３】
　前記カラオケ装置から出力される音の聞こえ方は、そのカラオケ装置が設置されている
部屋の広さ、形、壁の材質等に応じて変化する。そこで、設置場所に応じて最適な音場を
設定できる機能を備えたカラオケ装置が提案されている。例えば、特許文献１に記載され
た音楽再生装置がそれである。この技術によれば、カラオケ装置が利用される環境におい
てそのカラオケ装置から出力された音情報を集音し、集音された音情報を周波数解析して
その周波数特性を算出するＤＳＰ周波数解析器と、そのＤＳＰ周波数解析器により算出さ
れるカラオケ装置から出力されたピンクノイズの周波数特性が予め定められた推奨周波数
特性と一致するようにその出力特性を自動変更するＤＳＰとを含むことから、音響に関す
る専門的な知識を一切要することなく、使用条件に適した音場を設定することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－３１８０７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、近年、前記カラオケ装置を、電気楽器に接続され、その電気楽器による演奏
に応じてその電気楽器から入力される演奏音を出力させる楽器音出力装置として用いる形
態が実用化されている。すなわち、前記カラオケ装置にエレキギター等の電気楽器（外部
装置）を接続し、そのカラオケ装置による演奏出力に合わせて利用者が斯かる電気楽器の
演奏練習を行う等の利用形態が実用化されている。斯かる利用形態においては、各利用者
が自己の所有する電気楽器をカラオケボックス等に持ち込み、設置されているカラオケ装
置にその電気楽器を接続して用いる態様が一般的である。ここで、エレキギター等の電気
楽器は、メーカーによって演奏音の厚み、音の伸び、及び音の大きさ等に個性があり、前
記従来の技術により一律に音場を設定したのでは、必ずしも最適な音場を実現できないと
いう不具合があった。このような課題は、楽器音出力装置の使用性向上を意図して本発明
者等が鋭意研究を継続する過程において新たに見出したものである。
【０００６】
　本発明は、以上の事情を背景として為されたものであり、その目的とするところは、演
奏楽器に適した音場を簡便に設定する楽器音出力装置を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　斯かる目的を達成するために、本発明の要旨とするところは、電気楽器に接続され、そ
の電気楽器による演奏に応じてその電気楽器から入力される演奏音を出力させる楽器音出
力装置であって、前記電気楽器による演奏と併行して、その電気楽器による演奏対象とな
る楽曲に対応する楽曲データに基づく演奏出力を行う楽曲演奏出力制御手段と、前記電気
楽器から入力される演奏音の周波数解析を行うことで、その演奏音の周波数特性として、
その演奏音の複数の周波数帯域毎の音圧レベルを算出する演奏音周波数特性算出手段と、
前記楽曲演奏出力制御手段による前記楽曲データに基づく演奏出力に係る周波数特性とし
て、その演奏出力に係る複数の周波数帯域毎のゲインを、前記演奏音周波数特性算出手段
により算出された前記演奏音の周波数特性に基づいて設定する出力周波数特性設定手段と
を、備え、前記出力周波数特性設定手段は、前記演奏音周波数特性算出手段により算出さ
れた前記演奏音の周波数特性における、予め定められた低音域の音圧レベルに基づいて、
前記楽曲演奏出力制御手段による前記楽曲データに基づく演奏出力に係るその低音域のゲ
インを設定するものであることを特徴とするものである。
 
【発明の効果】
【０００８】
　このようにすれば、前記電気楽器による演奏と併行して、その電気楽器による演奏対象
となる楽曲に対応する楽曲データに基づく演奏出力を行う楽曲演奏出力制御手段と、前記
電気楽器から入力される演奏音の周波数解析を行うことで、その演奏音の周波数特性とし
て、その演奏音の複数の周波数帯域毎の音圧レベルを算出する演奏音周波数特性算出手段
と、前記楽曲演奏出力制御手段による前記楽曲データに基づく演奏出力に係る周波数特性
として、その演奏出力に係る複数の周波数帯域毎のゲインを、前記演奏音周波数特性算出
手段により算出された前記演奏音の周波数特性に基づいて設定する出力周波数特性設定手
段とを、備えたものであることから、前記電気楽器のメーカーによる演奏音の厚み、音の
伸び、及び音の大きさ等の個性を反映して、前記電気楽器による演奏と併行して出力され
る楽曲の演奏出力に係る周波数特性を設定することができる。すなわち、演奏楽器に適し
た音場を簡便に設定する楽器音出力装置を提供することができる。
　また、前記出力周波数特性設定手段は、前記演奏音周波数特性算出手段により算出され
た前記演奏音の周波数特性における、予め定められた低音域の音圧レベルに基づいて、前
記楽曲演奏出力制御手段による前記楽曲データに基づく演奏出力に係るその低音域のゲイ
ンを設定するものであるので、前記電気楽器のメーカーによる個性が出やすい低音域の音
場に関して、その演奏楽器に適した音場を簡便に設定することができる。
 
【０００９】
　ここで、好適には、前記楽曲データに定められた複数種類の楽器にそれぞれ対応する楽
譜情報のうち、前記電気楽器に対応する楽譜情報に基づく演奏音の出力を行わず、余の楽
器に対応する楽譜情報に基づく演奏出力を行うマイナスワン演奏制御手段を備え、前記出
力周波数特性設定手段は、そのマイナスワン演奏制御手段による前記余の楽器に対応する
楽譜情報に基づく演奏出力に係る複数の周波数帯域毎のゲインを、前記演奏音周波数特性
算出手段により算出された前記演奏音の周波数特性に基づいて設定するものである。この
ようにすれば、前記楽器音出力装置にエレキギター等の電気楽器を接続し、その楽器音出
力装置による演奏出力に合わせて利用者が斯かる電気楽器の演奏を行う等の利用形態にお
いて、演奏楽器に適した音場を簡便に設定することができる。
【００１０】
　また、好適には、前記楽器音周波数特性算出手段により算出された前記演奏音の周波数
特性を、その演奏音に対応する電気楽器と対応付けてデータベースに記憶させるものであ
り、前記出力周波数特性設定手段は、前記楽曲の演奏出力に際して、前記出力周波数特性
設定手段により設定された周波数特性を、その演奏出力と併行して演奏音の入力を行う前
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記電気楽器に対応して前記データベースに記憶されたその電気楽器の演奏音の周波数特性
に基づいて補正するものである。このようにすれば、演奏楽器に適した音場を簡便且つ実
用的な態様で設定することができる。
【００１１】
　また、好適には、前記出力周波数特性設定手段は、前記楽器音出力装置が利用される環
境においてその楽器音出力装置から出力された音情報を音声入力装置により集音し、その
音情報の複数の周波数帯域毎の音圧レベルが予め定められた推奨周波数特性と一致するよ
うに前記演奏出力に係る周波数特性を設定するものである。このようにすれば、前記楽器
音出力装置が利用される環境に合わせて自動設定された前記楽曲の演奏出力に係る周波数
特性を、電気楽器の演奏音の周波数特性に基づいて補正することができる。
【００１３】
　また、好適には、前記出力周波数特性設定手段は、前記演奏音周波数特性算出手段によ
り算出された前記演奏音の周波数特性における前記低音域の音圧レベルが、予め定められ
た基準未満である場合には、前記楽曲演奏出力制御手段による前記楽曲データに基づく演
奏出力に係るその低音域のゲインを増加させるものである。このようにすれば、低音域の
出力レベルが比較的低い電気楽器の演奏音が入力された際、前記楽曲データに基づく演奏
出力によりその低音域を補うことができ、前記電気楽器のメーカーによる個性が出やすい
低音域の音場に関して、その演奏楽器に適した音場を簡便に設定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明が好適に適用されるカラオケ装置の構成を例示するブロック線図である。
【図２】図１のカラオケ装置のＣＰＵに備えられた制御機能の要部を説明する機能ブロッ
ク線図である。
【図３】図１のカラオケ装置による出力周波数特性の設定について説明する図である。
【図４】エレキギターの演奏音のスペクトラム分析結果を例示する図であり、比較的厚み
のない演奏音の特性を例示している。
【図５】エレキギターの演奏音のスペクトラム分析結果を例示する図であり、比較的厚み
のある演奏音の特性を例示している。
【図６】エレキギターの演奏音の音圧レベルの時間変化を例示する図であり、比較的伸び
のない小さな演奏音の変化を例示している。
【図７】エレキギターの演奏音の音圧レベルの時間変化を例示する図であり、比較的伸び
のある大きな演奏音の変化を例示している。
【図８】図１のカラオケ装置のＣＰＵによる、電気楽器から入力される演奏音に応じた演
奏出力に係る周波数特性の設定の一例を説明する図である。
【図９】図１のカラオケ装置のＣＰＵによる出力周波数特性設定制御の一例の要部を説明
するフローチャートである。
【図１０】図１のカラオケ装置のＣＰＵによる演奏音周波数特性算出制御の一例の要部を
説明するフローチャートである。
【図１１】図１のカラオケ装置のＣＰＵによる出力周波数特性補正制御の一例の要部を説
明するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の好適な実施例を図面に基づいて詳細に説明する。
【実施例】
【００１６】
　図１は、本発明の楽器音出力装置の好適な実施例であるカラオケ装置１０の構成を例示
するブロック線図である。この図１に示すように、本実施例のカラオケ装置１０は、中央
演算処理装置であるＣＰＵ１２と、読出専用メモリであるＲＯＭ１４と、随時書込読出メ
モリであるＲＡＭ１６と、記憶装置であるハードディスク１８と、グラフィックスチップ
（グラフィックスボード）等の映像処理部２０と、サウンドチップ（サウンドボード）等
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の音声処理部２２と、操作パネル２４と、表示制御部２６及び入力制御部２８を介して前
記ＣＰＵ１２に接続されたタッチパネルディスプレイ３０と、通信インターフェイス３６
と、ＬＡＮインターフェイス３８と、無線通信部４０と、ビデオ出力端子４２を介して前
記映像処理部２０に接続された映像表示装置であるディスプレイ４４と、オーディオ入力
端子４６を介して前記音声処理部２２に接続された音声入力装置であるマイクロフォン４
８と、オーディオ出力端子５０を介して前記音声処理部２２に接続された音声増幅装置で
あるアンプ５２と、そのアンプ５２に備えられた音声出力装置であるスピーカ５４と、オ
ーディオ入力端子７２を介して前記音声処理部２２に接続されたサウンドエフェクタ７４
とを、備えて構成されている。
【００１７】
　前記ＣＰＵ１２は、前記ＲＡＭ１６の一時記憶機能を利用しつつ前記ＲＯＭ１４に予め
記憶された所定のプログラムに基づいて電子情報を処理・制御する所謂マイクロコンピュ
ータであり、前記カラオケ装置１０における各種制御を実行する。すなわち、前記操作パ
ネル２４、タッチパネルディスプレイ３０、或いは電子早見本装置６８等により所定の楽
曲（カラオケ演奏曲）が選曲入力された場合、その選曲入力された楽曲を前記ＲＡＭ１６
等に設けられた予約曲テーブルに登録する選曲予約制御、その予約曲テーブルの演奏順に
従って前記ハードディスク１８から前記ＲＡＭ１６に選曲されたカラオケ演奏曲の演奏情
報及び歌詞情報（楽曲データ）を読み出す楽曲データ読出制御、楽曲の演奏進行に応じて
そのＲＡＭ１６から前記音声処理部２２へ演奏情報を送信する演奏出力制御、その演奏出
力制御に際して前記ＲＡＭ１６に展開された歌詞情報に基づいて歌詞文字映像を生成して
前記映像処理部２０へ送信する歌詞文字映像出力制御、前記演奏出力制御に際して前記映
像処理部２０を制御して所定の背景映像を再生させる背景映像出力制御、及びカラオケ演
奏が行われていない間すなわち曲間において、新譜情報、選曲ランキング、店舗広告等の
曲間情報を出力させる曲間情報出力制御等の基本的な制御に加え、後述する本実施例の出
力周波数特性設定制御及び演奏音周波数特性算出制御等の各種制御を実行する。
【００１８】
　前記映像処理部２０は、前記ディスプレイ４４に表示される画面（映像）の描画に係る
各種制御を行う。例えば、前記ＣＰＵ１２から供給されるデータに基づいてグラフィック
スメモリにそのデータを書き込み、そのデータを読み出すことによって前記ビデオ出力端
子４２を介して前記ディスプレイ４４に所定の画面を表示させる制御を行う。具体的には
、前記カラオケ装置１０による楽曲の演奏出力（カラオケ演奏）に際して、前記ＣＰＵ１
２において生成された歌詞文字映像等の文字映像（テロップ）を出力させたり、前記ハー
ドディスク１８に記憶されたＭＰＥＧ（Moving Picture Experts Group）データ等の背景
映像情報に基づいて所定の背景映像を再生（デコード）させたり、その背景映像の前面側
に前記歌詞文字映像を合成させて前記ディスプレイ４４に表示させたり、その歌詞文字映
像を前記楽曲の演奏進行に応じて順次色替わり表示させる等の各種表示制御を行う。なお
、本実施例においては、前記映像処理部２０により前記ディスプレイ４４の表示制御を行
う一方、後述する表示制御部２６により前記タッチパネルディスプレイ３０（表示装置３
２）の表示制御を行う態様について説明するが、前記映像処理部２０により前記タッチパ
ネルディスプレイ３０の表示制御をも行う態様も考えられる。この態様において、前記表
示制御部２６は必ずしも設けられなくともよい。
【００１９】
　前記音声処理部２２は、ＦＭ音源やＰＣＭ音源等の各種音源を備え、前記カラオケ装置
１０による音声出力に係る各種制御を行う。好適には、電子回路により音を合成し、各種
音色を発生するシンセサイザ（synthesizer）を備えている。このシンセサイザは、前記
ハードディスク１８から読み出されて送られて来るカラオケ演奏曲の演奏情報に基づいて
楽器の演奏信号等の音楽信号を生成する。前記シンセサイザは、好適には、ＭＩＤＩ（Mu
sical Instrument Digital Interface）端子を備えたものであり、前記演奏情報は、例え
ばＭＩＤＩ形式のデータである。そのＭＩＤＩデータに基づいて前記シンセサイザにより
生成された音楽信号は、前記マイクロフォン４８から前記オーディオ入力端子４６を介し
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て入力される利用者（演奏者）の歌声とミキシングされ、前記オーディオ出力端子５０を
介して前記アンプ５２に供給されてそのアンプ５２により増幅されて前記スピーカ５４か
ら出力される。
【００２０】
　前記操作パネル２４は、前記カラオケ装置１０の利用者が歌いたい楽曲を選択したり、
楽曲の演奏出力に係る音程を調整したり、演奏と歌との音量バランスを調整したり、その
他、エコー、音量、トーン等の各種調整を行うための操作ボタン（スイッチ）或いはつま
みを備えた入力装置である。また、前記タッチパネルディスプレイ３０は、画像（映像）
を表示させると共に利用者の操作に応じて前記カラオケ装置１０への操作入力を行う装置
であり、そのタッチパネルディスプレイ３０に所定の画像（映像）を表示させる表示装置
３２と、利用者の指や図示しない備え付けのペン等による前記タッチパネルディスプレイ
３０への接触により入力を行うタッチパネル３４とを、備えている。前記表示制御部２６
は、前記ＣＰＵ１２から供給される情報に基づいて前記表示装置３２に表示される画面（
映像）の描画を制御する映像処理部である。前記入力制御部２８は、前記タッチパネル３
４により入力される操作入力情報を前記ＣＰＵ１２等に供給する入力処理部である。以上
の構成を備えていることで、前記タッチパネルディスプレイ３０は、前記ディスプレイ４
４とは別に第２の映像表示装置として機能すると共に、前記カラオケ装置１０の利用者が
歌いたい楽曲を選択したり、楽曲の演奏出力に係る音程を調整したり、演奏と歌との音量
バランスを調整したり、その他、エコー、音量、トーン等の各種調整を行うための入力装
置として機能する。
【００２１】
　前記カラオケ装置１０は、前記通信インターフェイス３６及びネットワーク接続端子５
６を介して通信回線６０に接続されており、同様にその通信回線６０に接続された他の機
器との相互間でその通信回線６０を介して情報の通信が可能とされている。前記通信回線
６０は、例えば公衆電話回線、ＡＤＳＬ回線、或いは光ファイバ回線等から構成されるＷ
ＷＷ（World Wide Web）等のインターネットに接続された広域情報通信網である。前記カ
ラオケ装置１０は、好適には、前記通信回線６０を介して図示しないサーバ（ホスト装置
）に接続されており、そのサーバから楽曲データ（カラオケデータ）、背景映像情報、及
び曲間情報等のデジタルコンテンツ（Digital Contents）の配信を受け付けるものである
。すなわち、前記カラオケ装置１０は、好適には、所定の通信回線に接続されてサーバと
の間で各種情報の送受信を行う通信カラオケ装置であるが、斯かる通信回線に接続されな
い非通信型のカラオケ装置等にも本発明は好適に適用される。
【００２２】
　前記ＬＡＮインターフェイス３８は、前記カラオケ装置１０をＬＡＮ接続端子６２を介
してＬＡＮ（local area network）６４に接続するための接続器であり、そのように前記
ＬＡＮ６４に接続されることで、前記カラオケ装置１０は、同様に前記ＬＡＮ６４に接続
された電子早見本装置６８等の他の機器との間で情報の送受信が可能とされる。また、前
記カラオケ装置１０が設置される店舗等に複数台のカラオケ装置が備えられている場合に
おいて、同様に前記ＬＡＮ６４に接続されたカラオケ装置相互間において情報の送受信が
可能とされる。例えば、前記ＬＡＮ６４に接続されたアクセスポイント６６を介して受信
される電子早見本装置６８からの選曲入力を受け付けて前記ＲＡＭ１６に設けられた予約
曲テーブルに記憶したり、そのアクセスポイント６６を介して前記カラオケ装置１０から
電子早見本装置６８へ所定の情報を送信したりというように、電波を介して前記カラオケ
装置１０と電子早見本装置６８との間における相互の情報のやりとりが実行される。
【００２３】
　前記無線通信部４０は、前記カラオケ装置１０と前記電子早見本装置６８等の入力装置
との間の無線通信を行う。例えば、前記電子早見本装置６８等の入力装置から送信される
リモコン信号を受信するリモコン受信部として機能する。前記カラオケ装置１０と電子早
見本装置６８との対応付け（くくりつけ）処理は、好適には、斯かるリモコン信号（赤外
線信号）により前記無線通信部４０を介して行われる。すなわち、前記電子早見本装置６
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８は、それぞれ個別のシリアル番号を有しており、前記対応付け処理においては、例えば
そのシリアル番号（例えば、下４桁）及び所定の接続コードを含む信号が接続通知として
前記カラオケ装置１０へ送信され、前記無線通信部４０によりその接続信号を受信したカ
ラオケ装置１０に対して前記電子早見本装置６８が対応付けられる。そのようにして前記
カラオケ装置１０に対応付けられた電子早見本装置６８は、そのカラオケ装置１０の入力
装置（遠隔操作装置）として機能し、その電子早見本装置６８から送信される信号が前記
ＣＰＵ１２に供給されることで、前記カラオケ装置１０の利用者が歌いたい楽曲を選択し
たり、楽曲の演奏出力に係る音程を調整したり、演奏と歌との音量バランスを調整したり
、その他、エコー、音量、トーン等の各種調整を行うための入力が受け付けられるように
なっている。なお、前記対応付け処理が行われた後、前記電子早見本装置６８と前記カラ
オケ装置１０との間の通信は、前記ＬＡＮ６４及びアクセスポイント６６等を介したＬＡ
Ｎ通信により行われる。また、本実施例においては、前記カラオケ装置１０に対応付け処
理の行われた電子早見本装置６８等の入力装置もそのカラオケ装置１０の一部を構成する
ものであるとして以下の説明を行う。
【００２４】
　前記サウンドエフェクタ７４は、外部装置であるエレキギターやベースギター（エレキ
ベースギター）等の電気楽器（電子楽器）７６に接続され、その電気楽器７６から入力さ
れる信号を前記オーディオ入力端子７２を介して前記音声処理部２２へ供給する楽器入力
装置である。好適には、外部装置である電気楽器７６とシールド等を介して接続され、そ
の電気楽器７６から入力される信号（演奏に応じた演奏音に対応する信号）を前記オーデ
ィオ入力端子７２を介して前記音声処理部２２へ供給する。このサウンドエフェクタ７４
からの信号は、直接前記アンプ５２に入力されるものであってもよい。また、好適には、
前記サウンドエフェクタ７４には、前記電気楽器７６に対応して複数のサウンドエフェク
トが予め記憶されて設定可能とされたものであり、前記電気楽器７６から入力される信号
に予め設定された複数のサウンドエフェクトを反映させて前記音声処理部２２へ供給する
。また、前記ＭＩＤＩデータに基づくカラオケ演奏時に前記電気楽器７６からの入力信号
を受け付けることも可能である。斯かる態様において、前記ＭＩＤＩデータに基づいて前
記シンセサイザにより生成された音楽信号は、前記サウンドエフェクタ７４から前記オー
ディオ入力端子７２を介して入力される前記電気楽器７６の演奏音とミキシングされ、前
記オーディオ出力端子５０を介して前記アンプ５２に供給されてそのアンプ５２により増
幅されて前記スピーカ５４から出力される。
【００２５】
　前記ハードディスク１８には、楽曲データベース７８及び特性データベース８０（図２
を参照）をはじめとする各種データベースが設けられている。前記楽曲データベース７８
は、前記カラオケ装置１０により前記楽曲の演奏出力（カラオケ演奏）を行うための多数
（例えば、数万曲）の楽曲データ（カラオケデータ）を記憶する。また、前記楽曲データ
ベース７８には、後述する出力周波数特性の設定に用いられる、ホワイトノイズやピンク
ノイズをデジタル符号化したデータが、前記楽曲データと同様に選曲番号を付されて記憶
されている。前記カラオケ装置１０において出力される各楽曲に対応して前記楽曲データ
ベース７８に記憶された楽曲データは、例えば、メタデータ、演奏情報としてのＭＩＤＩ
データ、及び歌詞情報としてのテロップデータを含んでいる。このメタデータは、例えば
、各楽曲データの識別情報としての曲番号（選曲番号）、曲名、歌手名、登録日時等の情
報を含んでいる。前記テロップデータは、前記映像処理部２０を介して各楽曲の歌詞文字
映像表示制御を行うための情報であり、例えば、前記楽曲データに対応する楽曲（演奏曲
）の歌詞を複数に区分した各区分に相当するブロックデータを含んでいる。前記ＭＩＤＩ
データは、前記音声処理部２２を介して各楽曲の演奏出力制御を行うための情報であり、
複数種類の楽器にそれぞれ対応する複数のトラック（チャンネル）を備え、各トラックに
おいて対応する楽器の演奏音の出力タイミングが定められている。
【００２６】
　前記ＭＩＤＩデータには、ヘッダ（ヘッダチャンク）が定められると共に、前記複数の
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トラック（トラックチャンク）としてコンダクタトラック、トラック１、トラック２、ト
ラック３、・・・、トラックｎ（例えば、ｎ＝１６）が定められている。前記ヘッダには
、データ長、フォーマット、トラック数、及び時間単位等の情報が記憶されている。この
時間単位は、４分音符の長さを示すものであり、前記ＭＩＤＩデータの分解能に対応する
。前記コンダクタトラックには、前記ＭＩＤＩデータのテンポが定められている。前記ト
ラック１～１６には、各トラックにそれぞれ対応して演奏出力に係る楽器（演奏音）の種
類と、出力される演奏音の音階及び音長等を定める楽譜情報とが定められている。例えば
、前記トラック２が「ピアノ」、トラック３が「エレキギター」、トラック４が「ベース
ギター」、・・・、というように、各トラック毎に対応する楽器（演奏音）の種類が定め
られており、その楽器の楽譜情報として出力タイミング（デルタタイム）、音階、音量（
Volume）等の情報が各トラック毎に定められている。また、前記複数のトラックのうち所
定のトラック（例えば、トラック１０）は、専らリズムを取るための楽器の楽譜情報を定
めるリズムトラックに対応するものであり、演奏音の音階を設定し得ない打楽器である例
えば「バスドラム」、「スネアドラム」、「ハイハット」等の楽器（演奏音）に対応して
、その楽譜情報としての出力タイミングが前記リズムトラックに定められている。
【００２７】
　前記特性データベース８０は、前記電気楽器７６毎に、後述する演奏音周波数特性算出
手段１０６により算出されたその電気楽器７６の演奏音の周波数特性を、その電気楽器７
６の識別情報と対応付けて記憶する。また、前記電気楽器７６の演奏音の周波数特性を、
その電気楽器７６の所有者（その電気楽器７６を用いて楽器演奏を行う演奏主体である利
用者）のユーザＩＤと対応付けて記憶するものであってもよい。この特性データベース８
０に記憶される演奏音の周波数特性については、演奏音周波数特性算出手段１０６の説明
に併せて後述する。なお、本実施例においては、前記特性データベース８０が前記カラオ
ケ装置１０のハードディスク１８に設けられた実施例について説明するが、この特性デー
タベース８０は、必ずしも前記カラオケ装置１０のハードディスク１８に設けられたもの
でなくともよく、例えば、前記カラオケ装置１０と前記通信回線６０を介して接続された
サーバ装置に設けられたものであっても構わない。
【００２８】
　図２は、前記カラオケ装置１０のＣＰＵ１２に備えられた制御機能の要部を説明する機
能ブロック線図である。この図２に示す楽曲演奏出力制御手段１００は、前記カラオケ装
置１６による楽曲の出力（再生）を制御する。具体的には、前記楽曲データベース７８に
記憶された楽曲データに基づくカラオケ演奏において、前記ＲＡＭ１６等の予約曲テーブ
ルにおける上位の予約曲から順に（すなわち入力順に）、その予約曲テーブルに記憶され
た予約曲の選曲番号に対応する楽曲データを前記ハードディスク１８の楽曲データベース
７８から読み出し、その楽曲データに含まれる演奏情報に基づいて演奏曲の出力を制御す
る。例えば、演奏情報としてのＭＩＤＩデータに基づいて、前記音声処理部２２に備えら
れたシンセサイザによりそのＭＩＤＩデータにおける楽譜情報としての各トラックに対応
する楽器の演奏音（音楽情報）を出力させ、前記アンプ５２等を介して前記スピーカ５４
から出力させる。また、楽曲データに含まれる歌詞情報に基づいて演奏曲に係る歌詞文字
映像の出力を制御する。すなわち、歌詞情報に基づいて歌詞文字映像を生成し、前記映像
処理部２０を介してその歌詞文字映像を前記ディスプレイ４４に表示させる。また、カラ
オケ演奏の進行に伴い、そのディスプレイ４４に表示された歌詞文字映像を切替表示させ
ると共に、歌詞色替情報に基づいて歌詞文字映像を順次色替え表示させる。
【００２９】
　外部入力受付手段１０４は、前記カラオケ装置１６に接続された外部装置からの音情報
の入力を受け付ける。好適には、エレキギターやベースギター等の前記電気楽器７６から
の演奏音の入力を受け付ける。例えば、前記サウンドエフェクタ７４及びオーディオ入力
端子７２等を介して前記音声処理部２２に接続された外部装置としての前記電気楽器７６
からその音声処理部２２への演奏音（演奏信号）の入力を受け付ける。この外部入力受付
手段１０４により受け付けられた演奏音は、前記音声処理部２２から前記オーディオ出力
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端子５０を介して前記アンプ５２へ供給され、前述のようにそのアンプ５２により前記ス
ピーカ５４から出力される。ここで、前記外部入力受付手段１０４は、前記サウンドエフ
ェクタ７４に内蔵の制御部に備えられたものであってもよい。また、前記音声処理部２２
が前記外部入力受付手段１０４として機能するものであっても構わない。
【００３０】
　前記楽曲演奏出力制御手段１００は、マイナスワン演奏制御手段１０２を含んでいる。
このマイナスワン演奏制御手段１０２は、例えば前記外部入力受付手段１０４により前記
電気楽器７６からの演奏音の入力が受け付けられる場合において、前記楽曲データに予め
定められた前記複数種類の楽器にそれぞれ対応する楽譜情報のうち、規定の楽器に対応す
る楽譜情報に基づく演奏音の出力を行わず、余の楽器に対応する楽譜情報に基づく演奏音
の出力を行うマイナスワン（Ｎ－１）演奏制御を実行する。ここで、好適には、前記外部
入力受付手段１０４により演奏音の入力が受け付けられる前記電気楽器７６が、前記マイ
ナスワン演奏制御手段１０２により出力対象から除外される前記規定の楽器に対応する。
すなわち、前記マイナスワン演奏制御手段１０２は、例えば、前記外部入力受付手段１０
４により前記電気楽器７６としてのエレキギターからの音情報の入力が受け付けられる場
合において、前記楽曲データにおける複数のトラックにそれぞれ対応する楽器の演奏音の
うち、エレキギターに対応するトラック（例えば、トラック３等）の演奏音を出力させず
余のトラックに対応する楽器の演奏音を出力させる。換言すれば、エレキギターに対応す
るトラックが無いものとして前記楽曲データに基づく楽曲の出力を制御する。前記マイナ
スワン演奏制御手段１０２により演奏から除外される前記規定の楽器は、例えば前記電子
早見本装置６８等の入力操作により選択されるものであってもよいが、前記電気楽器７６
による演奏と併行して前記マイナスワン演奏制御手段１０２による演奏制御が行われる際
に、その電気楽器７６から入力される演奏音が解析され、その電気楽器７６の種類が特定
されるものであってもよい。このマイナスワン演奏制御手段１０２による演奏制御時に、
前記外部入力受付手段１０４により前記電気楽器７６からの演奏音の入力が受け付けられ
ると、その電気楽器７６から入力される演奏音があたかも楽曲における１パート（電気楽
器７６に対応するパート）として、余のトラックに対応する楽器の演奏に合わせてバンド
演奏を行っているかのようなカラオケ演奏を実現できる。
【００３１】
　演奏音周波数特性算出手段１０６は、前記電気楽器７６から入力される演奏音（演奏音
に対応する音声データ）に関して、よく知られた周波数解析アルゴリズムに従ってその演
奏音の周波数解析を行うことで、その演奏音の周波数特性を算出する。具体的には、前記
電気楽器７６から入力される演奏音に係る複数の周波数帯域（例えば、２０Ｈｚ～２０ｋ
Ｈｚを均等に区分した４～１００帯域程度の周波数帯域、以下の演奏出力に係る周波数特
性等の説明において同じ）毎の音圧レベルを算出する。換言すれば、予め定められた複数
の周波数帯域毎の、前記電気楽器７６から入力される演奏音（音圧）の強弱の相対関係と
しての周波数特性を算出する。例えば、前記サウンドエフェクタ７４を介して入力され、
そのサウンドエフェクタ７４において利用者により選択されたエフェクト効果が付与され
た演奏音に関して、前記演奏音周波数特性算出手段１０６による前記周波数特性の算出が
行われる。
【００３２】
　前記演奏音周波数特性算出手段１０６による演奏音の周波数解析において、前記電気楽
器７６から入力される演奏音は、例えばエレキギターやベースギター等における予め定め
られた所定のコード（和音）に対応するものであってもよいし、単音に対応するものであ
ってもよい。すなわち、エレキギターやベースギター等において、複数の弦が同時に掻き
鳴らされる演奏に対応するものであってもよいし、単数の弦が掻き鳴らされる演奏に対応
するものであってもよい。また、前記演奏音周波数特性算出手段１０６による演奏音の周
波数解析は、前記カラオケ装置１６による楽曲データに基づく演奏出力に先立って実行さ
れるものであってもよいし、その演奏出力と併行して前記電気楽器７６から入力される演
奏音に対して実行されるものであってもよい。この演奏音周波数特性算出手段１０６によ
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り算出された前記電気楽器７６の演奏音の周波数特性は、好適には、その電気楽器７６の
識別情報と対応付けられて前記特性データベース８０に記憶される。また、前記電気楽器
７６の演奏音の周波数特性が、その電気楽器７６の所有者（その電気楽器７６を用いて楽
器演奏を行う演奏主体である利用者）のユーザＩＤと対応付けられて前記特性データベー
ス８０に記憶されるものであってもよい。
【００３３】
　出力周波数特性設定手段１０８は、前記楽曲の演奏出力に係る周波数特性を設定する。
具体的には、前記楽曲データベース７８に記憶された楽曲データ（ＭＩＤＩデータ）に基
づいて前記音声処理部２２から出力される演奏音の出力に係る複数の周波数帯域毎のゲイ
ン（レベル）を設定する。この複数の周波数帯域毎のゲインは、好適には、前記音声処理
部２２に備えられたパラメトリックイコライザ及びグラフィックイコライザ等において設
定される複数の周波数帯域毎の音圧レベル（音量）であるが、前記アンプ５２において楽
曲の演奏音と歌唱音声とがそれぞれ異なる増幅率で増幅される構成においては、そのアン
プ５２における楽曲の演奏音の増幅率に対応するものであってもよい。また、前記音声処
理部２２及びアンプ５２とは別に、前記楽曲の演奏出力に係る周波数特性を変更するイコ
ライザが設けられた構成では、そのイコライザにおいて設定されるものであってもよい。
なお、前記出力周波数特性設定手段１０８による設定対象となる周波数特性は、好適には
、初期値（デフォルト値）においては複数の周波数帯域毎の調整を行わないものとされて
いる。また、本実施例において、好適には、前記電気楽器７６から入力される演奏音に係
る各周波数帯域毎の調整は行わない。
【００３４】
　前記出力周波数特性設定手段１０８は、基本的には、前記カラオケ装置１０が利用され
る環境においてそのカラオケ装置１０から出力された音情報を前記マイクロフォン４８に
より集音し、その音情報の複数の周波数帯域毎の音圧レベルが予め定められた推奨周波数
特性と一致するように前記演奏出力に係る周波数特性を設定する。具体的には、前記カラ
オケ装置１０が利用される環境において、前記楽曲データベース７８に記憶されたピンク
ノイズ（単位周波数帯域に含まれる成分の強さが周波数に反比例する性質を持つ雑音）或
いはホワイトノイズ（単位周波数帯域に含まれる成分の強さが周波数によらず一定である
雑音）等を内容とするノイズ音を出力させ、前記マイクロフォン４８により集音されるそ
のノイズ音に対応する音情報を、よく知られた周波数解析アルゴリズムに従って周波数解
析して複数の周波数帯域毎の音圧レベルを算出する。そして、図３に示すように、前記マ
イクロフォン４８により集音（入力）された音情報の周波数特性を示す曲線９０（図３で
は二点鎖線で示す）が、前記ハードディスク１８等に予め記憶された推奨周波数特性を示
す曲線９２と一致するように前記楽曲の演奏出力に係る周波数特性を設定（変更）する。
ここで、前記ノイズ音の集音に用いられるマイクロフォンとしては、前記カラオケ装置１
０に備えられた歌唱用のマイクロフォン４８とは別のものが用いられてもよい。また、こ
のマイクロフォンによる集音は、ユーザがカラオケ演奏に際して位置する場所で行われる
のが好ましい。
【００３５】
　前記出力周波数特性設定手段１０８は、前記楽曲演奏出力制御手段１００による前記楽
曲データに基づく演奏出力に係る周波数特性として、その演奏出力に係る複数の周波数帯
域毎のゲインを、前記演奏音周波数特性算出手段１０６により算出された前記演奏音の周
波数特性に基づいて設定する。好適には、前述のようにして、予め前記マイクロフォン４
８により集音されるそのノイズ音に対応する音情報の周波数解析に基づいて設定された前
記演奏出力に係る複数の周波数帯域毎のゲインを、前記演奏音周波数特性算出手段１０６
により算出された前記演奏音の周波数特性に基づいて補正する。
【００３６】
　ここで、エレキギター等の前記電気楽器７６は、一般に、メーカーによってそれぞれ演
奏音（音色）に個性がある。例えば、前記電気楽器７６による演奏に応じて出力される演
奏音の厚み、演奏音の伸び、及び演奏音の大きさ等が前記電気楽器７６のメーカーによっ



(11) JP 5960635 B2 2016.8.2

10

20

30

40

50

てそれぞれ異なり、メーカー毎に特色がある。前記演奏音の厚みとは、低音域（例えば、
周波数２０～２００Ｈｚ程度）及び中音域（例えば、周波数２００～１０００Ｈｚ程度）
における演奏音がよく出ているか否かを基準とするものであり、斯かる低音域及び中音域
における演奏音がよく出ている（音圧レベルが比較的大きい）場合には、その演奏音に厚
みがあると言う。図４及び図５は、エレキギターの演奏音のスペクトラム分析結果を例示
する図である。図４に示す例では、周波数５００Ｈｚ以下の音はよく出ているが、周波数
１０００Ｈｚ以上の音はあまり出ていない。一方、図５に示す例では、周波数２０００Ｈ
ｚ以下の音が偏りなくよく出ている。従って、図４に示す演奏音よりも、図５に示す演奏
音の方がその演奏音に厚みがあると言える。また、前記演奏音の伸びとは、音が出力され
る時間の長さ（所定の音圧レベル以上の音が継続して出力される時間の長さ）を基準とす
るものであり、音が出力される時間が長いほど演奏音の伸びが良いと言う。また、前記演
奏音の大きさとは、音量を基準とするものである。図６及び図７は、エレキギターの演奏
音の音圧レベル（ｄＢ）の時間変化を例示する図である。図７に示す例では、図６に示す
例よりも音圧レベル（音量）が大きく、且つ時間経過に伴うその音圧レベルの減衰が小さ
い。従って、図６に示す演奏音よりも、図７に示す演奏音の方が音の伸びが良く、音の大
きさも大きいと言える。また、前記電気楽器７６による演奏に応じて出力される演奏音の
共鳴の程度、音の抜け（中音域における演奏音がよく出ているか否か）等に関しても、前
記電気楽器７６のメーカーによってそれぞれ異なり、メーカー毎に特色がある。
【００３７】
　前記出力周波数特性設定手段１０８は、好適には、前記カラオケ装置１０による前記楽
曲データに基づく演奏出力に際して、前記出力周波数特性設定手段１０８により設定され
た周波数特性を、その演奏出力と併行して演奏音の入力を行う前記電気楽器７６に対応し
て前記特性データベース８０に記憶されたその電気楽器７６の演奏音の周波数特性に基づ
いて補正する。すなわち、前記電気楽器７６に対応して前記演奏音周波数特性算出手段１
０６により予め算出され、前記特性データベース８０に前記電気楽器７６と対応付けられ
て記憶された演奏音の周波数特性を読み出し、その演奏音の周波数特性に基づいて、前記
出力周波数特性設定手段１０８により設定された周波数特性を補正する。また、好適には
、前記カラオケ装置１０による前記楽曲データに基づく演奏出力に際して、前記電気楽器
７６から入力される演奏音に関して、前記演奏音周波数特性算出手段１０６によりリアル
タイムで周波数特性の算出を行い、算出された周波数特性に基づいて前記出力周波数特性
設定手段１０８により設定された周波数特性を補正するものであってもよい。
【００３８】
　前記出力周波数特性設定手段１０８は、好適には、前記マイナスワン演奏制御手段１０
２による前記余の楽器に対応する楽譜情報に基づく演奏出力に係る複数の周波数帯域毎の
ゲインを、前記演奏音周波数特性算出手段１０６により算出された前記演奏音の周波数特
性に基づいて設定（補正）する。換言すれば、前記電気楽器７６から入力される演奏音の
周波数特性に基づいて、前記マイナスワン演奏制御手段１０２によるその電気楽器７６を
除いた余の楽器に対応する演奏出力に係る複数の周波数帯域毎のゲインを設定（補正）す
る。この際、本実施例において、好適には、前記電気楽器７６から入力される演奏音に係
る各周波数帯域毎の調整は行わない。
【００３９】
　前記出力周波数特性設定手段１０８は、好適には、前記演奏音周波数特性算出手段１０
６により算出された前記演奏音の周波数特性における、予め定められた低音域の音圧レベ
ルに基づいて、前記楽曲演奏出力制御手段１００（マイナスワン演奏制御手段１０２）に
よる前記楽曲データに基づく演奏出力に係るその低音域のゲインを設定する。ここで、前
記低音域とは、例えば２０～２００Ｈｚ程度の周波数帯域に相当する。換言すれば、前記
出力周波数特性設定手段１０８は、好適には、前記電気楽器７６から入力される演奏音の
厚みに対応する周波数特性に基づいて、前記マイナスワン演奏制御手段１０２によるその
電気楽器７６を除いた余の楽器に対応する演奏出力に係る複数の周波数帯域毎のゲインを
設定（補正）する。
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【００４０】
　前記出力周波数特性設定手段１０８は、好適には、前記演奏音周波数特性算出手段１０
６により算出された前記演奏音の周波数特性における前記低音域の音圧レベルが、予め定
められた基準未満である場合には、前記楽曲演奏出力制御手段１００（マイナスワン演奏
制御手段１０２）による前記楽曲データに基づく演奏出力に係るその低音域のゲインを増
加させる。換言すれば、前記電気楽器７６から入力される演奏音の厚みが乏しい場合、前
記マイナスワン演奏制御手段１０２によるその電気楽器７６を除いた余の楽器に対応する
演奏出力に係る複数の周波数帯域毎のゲインを設定することで補う。すなわち、前記電気
楽器７６から前記低音域の音圧レベルが弱い演奏音が入力された場合、その演奏音が入力
されたタイミングで演奏されている前記楽曲データに基づく演奏出力に係るその低音域の
音量を大きくすることで、前記低音域の音圧レベルが弱い演奏音を補う。
【００４１】
　図８は、前記電気楽器７６から入力される演奏音に応じた前記出力周波数特性設定手段
１０８による前記演奏出力に係る周波数特性の設定の一例を説明する図である。前記出力
周波数特性設定手段１０８は、好適には、前記演奏音周波数特性算出手段１０６により算
出された前記演奏音の周波数特性における前記低音域例えば２０～２００Ｈｚ程度の周波
数帯域ｆｂに相当する音圧レベルの平均値が、例えば－４０ｄＢ未満である場合には、前
記楽曲演奏出力制御手段１００（マイナスワン演奏制御手段１０２）による前記楽曲デー
タに基づく演奏出力に係るその低音域ｆｂのゲインを増加させる。例えば、図８に曲線９
４で示す、前記マイクロフォン４８により集音されるそのノイズ音に対応する音情報の周
波数解析に基づいて設定された前記演奏出力に係る複数の周波数帯域毎のゲインにおける
前記低音域ｆｂにおけるゲインを、図８に曲線（破線）９６で示すように増加させる補正
を行う。好適には、斯かる低音域ｆｂのゲインを倍程度に増加させる。このゲインの増加
は、前記低音域ｆｂにおける各周波数帯域に対応するゲインが一律に増加させられるもの
であってもよいが、各周波数帯域毎に個別のゲインが設定されるものであってもよい。例
えば、前記電気楽器７６から入力される演奏音に係る各周波数帯域毎の音圧レベルの相対
値が算出され、その相対値が低い周波数帯域ほど前記演奏出力に係るゲインの増加が大き
いものとされる。或いは、各周波数帯域毎の音圧レベルの相対値とは専ら関係なく、周波
数が低いほど前記演奏出力に係るゲインの増加が大きいものとされるものであってもよい
。
【００４２】
　また、前記出力周波数特性設定手段１０８は、好適には、前記電気楽器７６から入力さ
れる演奏音の大きさに基づいて、前記楽曲演奏出力制御手段１００（マイナスワン演奏制
御手段１０２）による前記楽曲データに基づく演奏出力に係るゲインを設定する。すなわ
ち、前記電気楽器７６から入力される演奏音（生音）の大きさに合わせて、前記楽曲デー
タに基づく演奏出力のボリュームを調整する。例えば、前記電気楽器７６から入力される
演奏音の大きさが、予め定められた閾値未満である場合には、その電気楽器７６から入力
される演奏音の大きさに合わせて、前記楽曲データに基づく演奏出力全体のボリューム（
全周波数帯域の音圧レベル）を低下させる。
【００４３】
　また、前記出力周波数特性設定手段１０８は、好適には、前記電気楽器７６から入力さ
れる演奏音の伸びに基づいては、前記楽曲演奏出力制御手段１００（マイナスワン演奏制
御手段１０２）による前記楽曲データに基づく演奏出力に係るゲインの補正を行わない。
すなわち、前記楽曲演奏出力制御手段１００による前記楽曲データに基づく演奏出力に係
る音の伸びの補正を非実行とする。これは、前記電気楽器７６の演奏のバックの演奏音が
伸びると、演奏全体が奇異に聞こえるおそれがあるためである。
【００４４】
　また、前記出力周波数特性設定手段１０８は、好適には、例えば前記電子早見本装置６
８等により、前記電気楽器７６から入力される演奏音を目立たせる設定が行われている場
合には、前記楽曲演奏出力制御手段１００（マイナスワン演奏制御手段１０２）による前
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記楽曲データに基づく演奏出力に関して、前記電気楽器７６の演奏音に相当する周波数帯
域におけるゲインを設定（補正）する。例えば、前記電気楽器７６がエレキギターである
場合には、エレキギターに対応する例えば１．６～６．４ｋＨｚ程度の周波数帯域におけ
る前記楽曲演奏出力制御手段１００（マイナスワン演奏制御手段１０２）による前記楽曲
データに基づく演奏出力に係るゲインの補正を行う。或いは、前記出力周波数特性設定手
段１０８は、好適には、前記電気楽器７６から入力される演奏音を目立たせる設定が行わ
れている場合には、前記楽曲演奏出力制御手段１００（マイナスワン演奏制御手段１０２
）による前記楽曲データに基づく演奏出力の補正を非実行とする。
【００４５】
　また、前記電気楽器７６から入力される演奏音の周波数特性に基づく、前記出力周波数
特性設定手段１０８による前記楽曲データに基づく演奏出力の補正の態様としては、他に
も種々のものが考えられる。例えば、好適には、前記電気楽器７６から入力される演奏音
の特徴が、ストロークが目立つ、輪郭のある乾いた音、硬質な音、或いは歯切れが良い音
である場合、すなわち中音域及び高音域の音圧レベルが比較的大きい演奏音である場合に
は、前記楽曲データに基づく演奏出力に係る、前記中音域及び高音域のゲインを高くする
（演奏出力全体を硬質な音にする）補正が行われる。また、好適には、前記電気楽器７６
から入力される演奏音の特徴が、暖かい音、しなやかな音、音が太い、或いは丸みがある
音である場合、すなわち低音域及び中音域の音圧レベルが比較的大きい演奏音である場合
には、前記楽曲データに基づく演奏出力に係る、前記低音域及び中音域のゲインを高くす
る（演奏音全体を暖かい音や丸みを帯びるようにする）補正が行われる。また、好適には
、前記電気楽器７６から入力される演奏音の特徴が、クリアで抜けの良いしまった音、或
いは歯切れが良い音である場合には、前記楽曲データに基づく演奏出力に係る、前記電気
楽器７６から入力される演奏音において比較的音圧レベルの高い周波数帯域のゲインを相
対的に低下させる。また、好適には、前記電気楽器７６から入力される演奏音において、
局所的に音圧レベルが低い周波数帯域が存在する場合には、前記楽曲データに基づく演奏
出力に係る、その周波数帯域のゲインを相対的に増加させる。
【００４６】
　図９は、前記カラオケ装置１０のＣＰＵ１２による出力周波数特性設定制御の一例の要
部を説明するフローチャートであり、所定の周期で繰り返し実行されるものである。
【００４７】
　先ず、ステップ（以下、ステップを省略する）ＳＡ１において、前記カラオケ装置１０
における出力周波数特性の設定が行われるか否かが判断される。このＳＡ１の判断が否定
される場合には、それをもって本ルーチンが終了させられるが、ＳＡ１の判断が肯定され
る場合には、ＳＡ２において、前記楽曲データベース７８に記憶された出力周波数特性設
定用のノイズ音（ホワイトノイズやピンクノイズをデジタル符号化したデータ）が読み出
され、そのノイズ音の演奏出力が開始される。次に、ＳＡ３において、前記マイクロフォ
ン４８により集音されたそのノイズ音に対応する音情報が、よく知られた周波数解析アル
ゴリズムに従って周波数解析され、その音情報に係る複数の周波数帯域毎の音圧レベルが
算出される。次に、ＳＡ４において、ＳＡ３にて算出される音情報の周波数特性が、前記
ハードディスク１８等に予め記憶された推奨周波数特性と一致するように前記楽曲の演奏
出力に係る周波数特性が設定された後、本ルーチンが終了させられる。
【００４８】
　図１０は、前記カラオケ装置１０のＣＰＵ１２による演奏音周波数特性算出制御の一例
の要部を説明するフローチャートであり、所定の周期で繰り返し実行されるものである。
【００４９】
　先ず、ＳＢ１において、前記電気楽器７６から入力される演奏音の周波数特性の算出（
登録）が行われるか否かが判断される。このＳＢ１の判断が否定される場合には、それを
もって本ルーチンが終了させられるが、ＳＢ１の判断が肯定される場合には、ＳＢ２にお
いて、前記電気楽器７６から入力される演奏音がよく知られた周波数解析アルゴリズムに
従って周波数解析され、その演奏音に係る複数の周波数帯域毎の音圧レベルが算出される
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。次に、ＳＢ３において、ＳＢ２にて算出された演奏音の周波数特性が、前記電気楽器７
６の識別情報或いはその電気楽器７６の所有者である利用者（電気楽器７６の演奏主体）
のユーザＩＤと対応付けられて前記特性データベース８０に記憶された後、本ルーチンが
終了させられる。
【００５０】
　図１１は、前記カラオケ装置１０のＣＰＵ１２による出力周波数特性補正制御の一例の
要部を説明するフローチャートであり、所定の周期で繰り返し実行されるものである。
【００５１】
　先ず、ＳＣ１において、前記カラオケ装置１０による所定の楽曲のカラオケ演奏が開始
されるか否かが判断される。好適には、前記楽曲データベース７８に記憶された所定の楽
曲データに基づく、その楽曲データにおける前記電気楽器７６に対応する楽譜情報に基づ
く演奏音の出力を行わず、余の楽器に対応する楽譜情報に基づく演奏出力を行うマイナス
ワン演奏が開始されるか否かが判断される。このＳＣ１の判断が否定される場合には、そ
れをもって本ルーチンが終了させられるが、ＳＣ１の判断が肯定される場合には、ＳＣ２
において、演奏開始に係る楽曲の演奏出力と併行して、前記サウンドエフェクタ７４等を
介して演奏音を入力する電気楽器７６、或いはその電気楽器７６の所有者である利用者に
対応付けられて前記特性データベース８０に記憶された演奏音の周波数特性が読み出され
、前記ＲＡＭ１６等に展開される。次に、ＳＣ３において、例えば図９に示すＳＡ１～Ｓ
Ａ３等の処理により前記カラオケ装置１０において設定された楽曲の演奏出力に係る周波
数特性が、ＳＣ２にて読み出された演奏音の周波数特性に基づいて補正された後、本ルー
チンが終了させられる。
【００５２】
　以上の制御において、ＳＣ１が前記楽曲演奏出力制御手段１００（マイナスワン演奏制
御手段１０２）の動作に、ＳＢ２が前記外部入力受付手段１０４の動作に、ＳＢ１～ＳＢ
３が前記演奏音周波数特性算出手段１０６の動作に、ＳＡ１～ＳＡ４、及びＳＣ３が前記
出力周波数特性設定手段１０８の動作に、それぞれ対応する。
【００５３】
　このように、本実施例によれば、前記電気楽器７６による演奏と併行して、その電気楽
器７６による演奏対象となる楽曲に対応する楽曲データに基づく演奏出力を行う楽曲演奏
出力制御手段１００（ＳＣ１）と、前記電気楽器７６から入力される演奏音の周波数解析
を行うことで、その演奏音の周波数特性として、その演奏音の複数の周波数帯域毎の音圧
レベルを算出する演奏音周波数特性算出手段１０６（ＳＢ１～ＳＢ３）と、前記楽曲演奏
出力制御手段１００による前記楽曲データに基づく演奏出力に係る周波数特性として、そ
の演奏出力に係る複数の周波数帯域毎のゲインを、前記演奏音周波数特性算出手段１０６
により算出された前記演奏音の周波数特性に基づいて設定する出力周波数特性設定手段１
０８（ＳＡ１～ＳＡ４、及びＳＣ３）とを、備えたものであることから、前記電気楽器７
６のメーカーによる演奏音の厚み、音の伸び、及び音の大きさ等の個性を反映して、前記
電気楽器７６による演奏と併行して出力される楽曲の演奏出力に係る周波数特性を設定す
ることができる。すなわち、演奏楽器に適した音場を簡便に設定する楽器音出力装置とし
てのカラオケ装置１０を提供することができる。
【００５４】
　また、前記出力周波数特性設定手段１０８は、前記演奏音周波数特性算出手段１０６に
より算出された前記演奏音の周波数特性における、予め定められた低音域の音圧レベルに
基づいて、前記楽曲演奏出力制御手段１００による前記楽曲データに基づく演奏出力に係
るその低音域のゲインを設定するものであるため、前記電気楽器７６のメーカーによる個
性が出やすい低音域の音場に関して、その演奏楽器に適した音場を簡便に設定することが
できる。
【００５５】
　また、前記出力周波数特性設定手段１０８は、前記演奏音周波数特性算出手段１０６に
より算出された前記演奏音の周波数特性における前記低音域の音圧レベルが、予め定めら
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れた基準未満である場合には、前記楽曲演奏出力制御手段１００による前記楽曲データに
基づく演奏出力に係るその低音域のゲインを増加させるものであるため、低音域の出力レ
ベルが比較的低い電気楽器７６の演奏音が入力された際、前記楽曲データに基づく演奏出
力によりその低音域を補うことができ、前記電気楽器７６のメーカーによる個性が出やす
い低音域の音場に関して、その演奏楽器７６に適した音場を簡便に設定することができる
。
【００５６】
　また、前記楽曲データに定められた複数種類の楽器にそれぞれ対応する楽譜情報のうち
、前記電気楽器７６に対応する楽譜情報に基づく演奏音の出力を行わず、余の楽器に対応
する楽譜情報に基づく演奏出力を行うマイナスワン演奏制御手段１０２（ＳＣ１）を備え
、前記出力周波数特性設定手段１０８は、そのマイナスワン演奏制御手段１０２による前
記余の楽器に対応する楽譜情報に基づく演奏出力に係る複数の周波数帯域毎のゲインを、
前記演奏音周波数特性算出手段１０６により算出された前記演奏音の周波数特性に基づい
て設定するものであるため、前記カラオケ装置１０にエレキギター等の電気楽器７６を接
続し、そのカラオケ装置１０による演奏出力に合わせて利用者が斯かる電気楽器７６の演
奏を行う等の利用形態において、演奏楽器７６に適した音場を簡便に設定することができ
る。
【００５７】
　また、前記楽器音周波数特性算出手段１００により算出された前記演奏音の周波数特性
を、その演奏音に対応する電気楽器７６と対応付けて特性データベース８０に記憶させる
ものであり、前記出力周波数特性設定手段１０８は、前記楽曲の演奏出力に際して、前記
出力周波数特性設定手段１０８により設定された周波数特性を、その演奏出力と併行して
演奏音の入力を行う前記電気楽器７６に対応して前記特性データベース８０に記憶された
その電気楽器７６の演奏音の周波数特性に基づいて補正するものであるため、演奏楽器に
適した音場を簡便且つ実用的な態様で設定することができる。
【００５８】
　また、前記出力周波数特性設定手段１０８は、前記カラオケ装置１０が利用される環境
においてそのカラオケ装置１０から出力された音情報を音声入力装置であるマイクロフォ
ン４８により集音し、その音情報の複数の周波数帯域毎の音圧レベルが予め定められた推
奨周波数特性と一致するように前記演奏出力に係る周波数特性を設定するものであるため
、前記カラオケ装置１０が利用される環境に合わせて自動設定された前記楽曲の演奏出力
に係る周波数特性を、電気楽器７６の演奏音の周波数特性に基づいて補正することができ
る。
【００５９】
　以上、本発明の好適な実施例を図面に基づいて詳細に説明したが、本発明はこれに限定
されるものではなく、更に別の態様においても実施される。
【００６０】
　例えば、前述の実施例においては、前記カラオケ装置１０に接続される前記電気楽器７
６として、エレキギター及びベースギター等の演奏音に係る制御について説明したが、本
発明はこれに限定されるものではなく、楽器音出力装置に接続され、その楽器音出力装置
を介して演奏音を電気信号として出力させる種々の電気楽器に広く適用される。例えば、
電子ピアノ（エレクトーン）等の電気楽器も、メーカーによってその演奏音の響き、奥行
き、余韻等に個性がある。従って、電子ピアノに接続され、その電子ピアノによる演奏に
応じて入力される演奏音を出力させる楽器音出力装置に本発明が適用されることで、本発
明の一応の効果を奏する。その他、電子ドラムやウインドシンセサイザ等の電気楽器が接
続される楽器音出力装置にも、本発明は好適に適用されるものである。
【００６１】
　例えば、前述の実施例においては、電気楽器に接続され、その電気楽器による演奏に応
じてその電気楽器から入力される演奏音を出力させる楽器音出力装置の一例として、多数
の楽曲データのうちから選択される楽曲データの演奏出力を行うと共に、その楽曲の歌詞
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たが、本発明はこれに限定されるものではなく、別の形態の楽器音出力装置にも適用され
得る。例えば、専らバンド演奏を練習するために用いられる楽器演奏練習装置や、所謂音
ゲー等のゲームを実行するコンシューマゲーム機等にも、本発明は好適に適用されるもの
である。また、所謂スマートフォン等の携帯電話機や、タブレット端末が楽器音出力装置
として用いられる場合にも、本発明は好適に適用されるものである。
【００６２】
　また、前述の実施例において、前記出力周波数特性設定手段１０８は、例えば、前記楽
曲データベース７８に記憶された楽曲データ（ＭＩＤＩデータ）に基づいて前記音声処理
部２２から出力される演奏音を一括して、その演奏音の出力に係る複数の周波数帯域毎の
ゲインを補正するものであったが、本発明はこれに限定されるものではなく、前記ＭＩＤ
Ｉデータにおける各楽器に対応するトラック乃至チャンネル毎の出力特性を補正するもの
であってもよい。
【００６３】
　また、前述の実施例では、前記出力周波数特性設定手段１０８による出力周波数特性の
設定に関して、前記楽曲データベース７８に記憶された出力周波数特性設定用のノイズ音
を出力させ、そのノイズ音を前記マイクロフォン４８により集音して解析することでその
周波数特性が前記推奨周波数特性と一致するように設定を行う例を説明したが、前記ノイ
ズ音を出力させて前記マイクロフォン４８による集音を実行することなく、予め定められ
た内部的な処理が実行されることでその出力特性が設定されるものであってもよい。この
ようにすれば、出力周波数特性の設定を実行する度に前記ノイズ音を出力させずに済み、
ユーザがカラオケ演奏を行っている場合であっても演奏の合間に音場補正を実行できると
いう利点がある。
【００６４】
　また、前述の実施例において、前記出力周波数特性設定手段１０８は、前記ノイズ音の
周波数特性が前記推奨周波数特性と一致するように自動的にその出力特性を変更するもの
であったが、例えば前記ディスプレイ４４に前記ノイズ音の周波数特性を示す曲線９０を
表示させると共に前記推奨周波数特性を示す曲線９２を表示させ、マニュアル操作により
その出力特性を変更する態様であっても構わない。斯かる態様によっても、音場設定を行
うために音響に関する専門的な知識を一切要せず、使用条件に応じた最適な音場を容易に
実現できる。
【００６５】
　また、前述の実施例では特に言及していないが、前記出力周波数特性設定手段１０８は
、カラオケボックス等の屋内利用環境における音場を設定するものであってもよいし、屋
外利用環境における音場を設定するものであっても構わない。
【００６６】
　その他、一々例示はしないが、本発明はその趣旨を逸脱しない範囲内において種々の変
更が加えられて実施されるものである。
【符号の説明】
【００６７】
　１０：カラオケ装置（楽器音出力装置）、４８：マイクロフォン（音声入力装置）、７
６：電気楽器、８０：特性データベース、１００：楽曲演奏出力制御手段、１０２：マイ
ナスワン演奏制御手段、１０６：演奏音周波数特性算出手段、１０８：出力周波数特性設
定手段
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